
 

第１３６回北摂歩こう会 

2014 年 10 月 02 日                                                    

北摂歩こう会：幹事会 

北野天満宮から平野神社を歩く 

師走に西ノ京を歩きましょう。西ノ京は古くから北野天満宮と関係が深く、近年の急速な市街地

の開発にもかかわらず、一歩裏通りに足を運ぶと古い街並みを背景に、古寺・古社がひっそりと。 

円町駅から右へ進み、丸太町通と西大路の交差点を東北に渡る。北に向かい３筋目の辻を右折、

紙屋川にかかる橋をこえると、左手に朱塗りの門の「竹林寺」に。門前左側に勤皇「３０余士の墓」

の碑が立つ。向かいに「法輪寺」。「華開院」には「日野富子の墓」が。以降は、北野天満宮の参道

「天神通(てんじんのみち)」を北へ進みます。先ず「安楽寺天満宮」が左に鎮座。「一の保天満宮」 

の名前が西ノ京と北野天満宮の結びつきを表しています。まもなく左手に茅葺の南北に長い長屋門

が見えてくる。「奥渓家下屋敷跡」である。 

さらに北へ歩くと、東西の商店街に出会う。「一条通」です。西に進むと、「大将軍八神社」「成願

寺」がある。戻って天神通を北へ、広い今出川通を東に進むと、北野天満宮の大鳥居がみえる。そ

の左脇から、「東向観音寺」に。子授けのご利益で有名。石造り五輪塔を見て、いよいよ参道に入る。 

正面大鳥居をくぐると、すぐ左に豊臣秀吉がおのれの権勢を示すために催した北野大茶湯の折の 

茶席 松向軒がある。表参道の西側に東面して立つ伴氏社の鳥居は京都三珍鳥居の１つとされている。 

東側の太閤井戸を見て、楼門をくぐると、本殿を中心に４９にものぼる摂社や末社などの建造物が 

立ち並ぶ。多くが国宝・重文級の桧皮葺の典雅かつ華麗な社殿です。昼食・集合写真・懇親の実施。 

北門から境内に出て西へ向かう。紙屋川にかかる桜橋の手前を右におれて「お土居の遺構」を見る。

桜橋を西に渡って「平野神社」へ。京都でも屈指の古社でサクラの名所としても名高い。西大路通

を左に。一条橋の西詰の「椿寺」の通称の「地蔵院」に寄る。円町駅で解散します。 

師走のひととき京の街中の７Km の歩きです。 多数の皆さんのご参加をお待ちしています。 

               ＝ 記 ＝ 

★ 日 時    ２０１４年１２月１１日（木）午前１０時１０分 雨天決行 

★ 集合場所 ＪＲ山陰線 円町駅 改札口 を出て北側に集合(丸太町通側) 

                

★ コース 円町駅 10：15→竹林寺 10：25→ 大将軍八神社 11：00→ 北野天満宮 11:30 

 (昼食・懇親・集合写真)→ 13：00 平野神社へ→13：30 地蔵院→ 

14:00「円町駅」北口着解散  

★ 交通 JR 茨木 8:48 高槻市 9:00 新快速→京都着 9:15 山陰線へ乗換え 

9:33 京都発→9:43 円町着  

交通費 JR 茨木→円町＠５８０円  JR 高槻→円町＠４９０円   

 

★ 持ち物 弁当、飲み物、杖、敷物、嗜好品、健康保険証  

 

★ 注意 トイレはＪＲ円町駅構内で必ず済ませてください。北野天満宮までありません。 

親しき仲にも礼儀あり、先頭の旗より前を歩かない。しんがりの旗より後を歩かない。 

★ 歩こう会で撮影された写真の一部を支部ホームページと支部便りに使わせて頂きます。 

不都合な方は申し出てください。 

★ 担当幹事 松下 072・643・9028   構 072・674・5290 冨士永 090・7486・2672 



 

                                         

参 加 証 (必ず提出して下さい) 

１２月１１日(木) 氏名 支部名 備考 

会員    

家族会員    

その他   別途 300 円お支払いください 

 

切 り 取 り 線 

お土居の遺構 

京都市北区 

平野宮本町 
京都市上京区

御前通今出川 

朝の集合場所 

JR円町駅 北側 

北野天満宮 

平野神社 

竹林寺・法輪寺 

華開院 

安楽寺天満宮 

奥渓家下屋敷跡跡 

成願寺 

・大将軍八神社 

東向観音寺 

地蔵院椿寺 

昼食・懇親・集合写真 

丸太町通 

西大路通 

今出川通 


